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ブbジェクN7)目的

信州大学の研究教育施設や保養施設は標高

250伽から5仙 nに分布し、山岳環境の分析にもっ

とも適した他大学に無い鞘敷を有している。山岳

環境は日射、温度、気圧、大気細戎、風などの環

境が平野とは大きく異なるため、これに対する生

物の反応を=時〈ることによって基礎と応用面で、大

きな成果が期待される。特に、きびしい環境スト

レスに対する生物の反応を細胞、個体、個体群、

君主集レベルで調査してモデノレ化し、生物にとって

の山岳環境の意味を考察することは、地表面に住

む生物にとって非常に重要であると考えた。この

課題は中部山岳地帯に点在する信州大学の付属施

設キ構外の高標高地帯の環境を活用して、主に気

象環境と生物の関係を解析しようとする他太学に

無いユニークな学際的研究システムや新たな方法

を構築しようとするものである。従来それぞれ別

の分野で行われてきたことをこうした機会に有職

的に結びつけてゆくことによって、新しし明究の

萌芽を見ることができる可能性が高いと期待する

ものである。

課題の設定基準

このような目的にそって、小課題を以下のょっ

な基準で設定することにした。

1)信州大学の標高差の大きい立地環境を活かし

たテーマであること

2)フィーノレドを活かした教育ができること

3)付属施設を活用できること

4)環境傾度分析を人工気象室のような莫大な資金

をかけずにできること

5)学部を超えた研究・教育活動の発展が期待でき

ること

研究体制

各分野をまたがって連携できることを期待して、

植物、動物、気象の 3分野に関係の深い研究者

にアプローチした。その構成と専門分野と小課

題は以下のとおりである。

井上直人農学部助教授 作物生態生理

総括と植物の生長のモデル化

中村寛志農学部教授 昆虫数理生態

山岳における標高と昆虫群集のモデル化

鈴木純農学部助教授 緑地微気象

徴気象の解析

酒井秋男 医学部助教授 高地順応生理

動物の高捌l開Eの樹茸解析

藤山静雄理学部教授 昆虫生態

昆虫個畑幸のモデ〉地

久保浩義理学部助教授 植物生態

植制国体の反応解析

小島峯雄繊維学部教授 植物遺伝

植物二次代謝に関する遺伝の解析

野末雅之 繊維学部助教授 植物生理

植物の二次イ塙fの分析
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方法論

環境傾度分析は実験植物分類学における移植実

験や植生学において盛んに研究されて以後、しば

らく下火になっていた。近年、地f~母国劇ヒに対応

したモデル研究司などで、国内外で再び取り入れ

られるようになってきた。しかしながら、 uvキ酸

素などが変イヒする山岳環境の要素についての傾度

分析は少ないのが現状であるので、そのような要

素も注視することを考える。

モデルの研究方法としては、生物の特定の尻応

に最も間系の深いと事前に予測される気象要因の

みを人工気象室などを用いて変化させるのではな

く、多数の環境要因が変化する自然の山岳環境の

中に生物を置くこと、あるいは標高などが大きく

異なる実際の山岳地帯の中で生物の実際の状態を

観察することを基本とする。その中から、特定気

象要因と生体周志の関係、を切り出して解析してゆ

き、簡単にして説明カの高いシンプルモデノレ 1)の

構築をめざす。無限ともいえる環境要素を網羅す

ることはもともと不可能であり、もし詳細な「積

み上げモデルJを構築しようとすると、イギリス

の植物数理モデ、ル学者が 1970年代に陥ったよう

に、多数のパラメータをひとつひとつ確定してゆ

かなければならない。しかしながら、モデルの良

さはパラメータ数と逆比例関係にあり、その数が

増加するほどにあてはまり具合は劣化し、普遍卜生

を失ってゆくといったことが組験されている。し

たがって、少数のパラメータによる説明力の高し、

生物の生体機能をよく反映した機能モデ、/レ

(functional model)をめざすのが基本的な方法の

将司車且みである。

結果の概要

構成メンノ〈ーの一人で、ある井上は世界で最も重

要な食用作物であるイネを用いて、その耐冷性

(cool tolerance)についてのモデ、ル化を行った。

高緯度地方の生産の安創性を低下させる最大の要

因である温度と不稔の閲系を解析するため、駅旦

山(標高 1350m)にある高冷地実験施設に実験水田

を開設し、里子辺山と準高冷地である原村(90白n)に

それぞれ 20品種栽培した。日々の水温をま録し、

積算冷却量(cooling-degreeday)の概念 3)を導入

して不稔率との関係を定式化した。パラメータの

比較により、北海道の「コキヒカリ」や υ、ャュ

キ」の臨国感受性が低く、意外にもUSSRの品種が

非常に弱いことがわかった。さらに、窒素やリン

ーの栄養水準との関係を組み込んだ、モデ、ルを開発し

つつある。これは3月 11目、農学部で開催される

環境科学研究発表会およひ環境科学年報に発表さ

れる予定である。

酒井は標高の異なる場所において、チベットヒ

ツジやブタなどを調査し、高地環境に対する適応

の状況を生理学的に調査し、チベットヒツジが高

地Ii即志型の鞘数を持っていることを明らかにした。

この報告は本年報に論文として掲載されている。

中村は南アルプスの仙丈岳をフィールドにして、

標高 10伽間隔に定点観測し、それらの地点におけ

る昆虫群集の多構性について調査した。その結果

は現在解析中であり、群集の特性と山岳環境傾度

の関係、についてのモデルを検討中である。これは

3月 11日、農学部で開催される環境科学坊開発表

会で発表される予定である。

他の研究テーマについては現在検討中であり、

今後まとまり次第発表してゆく予定である。

今後の展望

紫外線などの山岳環境を何故づける環境要素に

対する細胞、個体レベルのモデル化は今後の課題

である。気象学、生態学、生理学、遺伝学の各分

野の研究者の連携により、具体化してゆく必要が

ある。また成果が集積した段階で、それらをひと

つにまとめた刊行物を作成することを考えても良

いように思う。
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